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Ｂ病棟における看護診断に関する影響因子の検討
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はじめに
A 病院では NANDA-I 看護診断を導入している。2011
年までは、病棟カンファレンスの場で用語を挙げること
が目的となり、その対象からかけ離れ、適切に看護診断
出来ていないと結論付けされる事例が多い傾向にあっ
た。A 病院では 2010 年より看護診断についての理解を
深め、浸透させる目的で、院内でもセミナーを開催して
いる。研究者は 2012 年に入り、セミナーを受講した。
そこで自身が行ってきた診断は患者状態を診断指標に当
てはめ、診断を導き出していた事に気付いた。看護診断
導入以降、B 病棟において看護診断の活用に関する調査
は行われていない。その為、適切な看護診断の活用に関
する要因や影響を調査し、B 病棟の課題や看護診断に関
連する教育の在り方の示唆が得られるのではないかと考
えた。

Ⅰ．研究の目的
　B 病棟における看護診断の理解と活用に関する影響因
子を検討する。B 病棟における看護診断の活用に関する
要因や影響を明らかにし、適切な看護診断の活用を促進
する教育の在り方について示唆を得る。

Ⅱ．研究方法
1．研究デザイン
　実態調査研究
2．研究対象
2012 年 4 月 1 日～ 2013 年 3 月 25 日までに B 病棟に勤
務し、看護職歴 2 年以上、精神科病棟勤務年数 2 年以上
のスタッフ。
3．データ収集方法
対象となるスタッフに本研究の趣旨を説明。独自に作成
した質問用紙を配布し、アンケート調査を行った。
4．データ分析方法
質問用紙のアンケート結果を元に、記述データの類似性
によって分類し集計・分析を行う。

Ⅲ．倫理的配慮
A 病院に設置されている倫理委員会審査を受け、承認

を得ている。対象者には、研究の目的や趣旨、参加の有
無によって不利益は生じない事を口頭・文章にて説明し
た。個人情報は慎重に取り扱い、研究終了後データは速
やかに破棄する。アンケートの返答をもって同意を得た
と判断する。

Ⅳ．結果
研究対象者は 6 名。回収率は 100％であった。
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１．研究対象者全員が看護診断する際に難しさを感じて
いる。診断概念や定義に関する基本的な知識や理解の不
足、看護診断が患者状態に即しているのかといった 2 点
が理由である。また、精神疾患を持つ患者に看護診断す
る上では、精神症状の影響による難しさが挙げられた。
２．カンファレンスの有効性について、情報共有の場と
なる事、スタッフの意見・助言を得る事で看護に繋げら
れるといった 2 点が示された。
３．研究対象者の学習傾向としては、全員が自己学習を
行い、特に診断概念について学習を行っていた。看護診
断の活用にあたって、自己学習に加えて B 病棟での学
習会開催が必要と感じている回答があった。診断概念を
学習するだけでなく、得た知識を活用してトレーニング
を行うといった、更なる学習の必要性についても意見が
得られた。

Ⅴ．考察
　結果 1 より、患者に看護診断する際、診断の定義や概
念に対する知識不足により難しさを感じているとの結果
が得られた。B 病棟のスタッフは、知識不足の自覚から
結果 3 のように必要性を感じて学習し、更なる向上心が
ある。滝島は、看護診断する際にはその看護診断名に関
する概念を理解することが必要1) と述べている。よって
スタッフの学習内容は効果があがると考えられる。
　看護診断は “ 健康問題に対するその人の反応 ” を臨床
判断によって診断すること2) とされている。また、健康
に対する患者の反応についての臨床的判断であるため、
正確な看護診断は患者の条項を的確に反映していかなけ
ればならない3) と長谷川らは述べている。結果 1 から、
B 病棟では精神症状の影響を受け患者の言動に一貫性が
ない状況が多く看護診断を難しく感じさせている要因の
１つとなっているのではないか。この要因により、これ
まで精神疾患や患者状態を診断指標に当てはめ、診断を
導き出していた可能性がある。

　しかし、看護診断する際には、臨床的に観察された具
体的な患者行動、あるいは症状や徴候をスタッフどうし
で議論しながら、選択していく必要がある3) といわれて
いる。精神症状により言動の一貫性に乏しい患者であっ
ても、情報を共有し患者を全人的に捉えることで患者の
全体像やアウトカムが導きだせる。そのため、結果 2 で
も明らかになったように、カンファレンスが有効である
との結果になったと推測される。さらに、診断概念につ
いて知識のあるスタッフからの助言によって、診断概念
に対する理解が深まる機会となっている。これまで診断
概念や定義に関する知識や理解の不足により、患者状態
を診断指標に当てはめ診断を導き出していた。しかし、
2010 年以降からは院内においても看護診断セミナーが
開催されるようになり、参加スタッフが知識を得たこと
で、その知識を他のスタッフに伝達する役割を果たして
いる。これらの事が適切な看護診断の活用に影響を与え
ているものと考える。
　
Ⅵ．結論
１．B 病棟において、適切な看護診断の活用を促進する

教育として、スタッフ個人が診断概念を学習し活用
していくことのできる場を作ることが必要との示唆
が得られた。

２．カンファレンスで情報を共有し統合する事で、患者
の全体像やアウトカムが明確となることが B 病棟
において、看護診断の活用に影響を与える因子と
なっている。

３．セミナー受講者は、他のスタッフが診断概念を理解
し患者状態にそくした活用が行えるよう指導・知識
の伝達を行う立場となっている。それが影響因子と
なり B 病棟スタッフの意識を変化させ、診断概念
を理解した上で診断する風潮となった。
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